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　米国は 2011 年 7 月にスペースシャトルの最終打
上げを予定しているが、その後の有人宇宙輸送の
手段は種々検討中である。米国のスペース X 社は、
2011 年 4 月、開発中の重量級ロケットの仕様や価
格を発表した。このロケットは「ファルコン・ヘ




である。打上げ価格は 8,000 万ドルから 1 億 2,500
万ドルとされており、米国防総省がこれまで利用
してきた大型ロケットに比べ 3 分の 1 程度である。
また近年の大型ロケットの性能が LEO 投入換算で
20 トン程度であることから、単位重量あたりの打
上げコストは 6 分の 1 程度に相当する。
　過去最大のロケットはアポロ計画で有人月飛行
ミッションに使われた「サターン V」ロケットで、

























ンを 9 個並べた第 1 段を製作し、「ファルコン 9」































参　考　1）　「各国の宇宙輸送システム開発動向」、科学技術動向 2005 年 6 月号
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注：マーリンエンジンは、ケロシンを燃料とする液体
式エンジンで、スペース X 社が開発・製造している。
